
　台風対策でプランターの重りを、空のペットボトルに砂を入
れフタをして作りました。その時に、「ろうと」の大きさによっ
て、砂の入る時間に差があることがわかり、その理由は何なの
か興味がわきました。また、砂の大きさによってサラサラして
いたりざらざらしていたりして、砂がろうとから落下する時間
と、関係しているのかも知りたくなりました。このため、ろうと
の（出口の）大きさと、砂がなくなる時間との関係を調べ、な
るべく早くろうとから砂を落下させるために必要な条件を実験
して調べようと考えました。

同じ大きさのろうとで、砂１種類あたり５回ずつ、３種類の砂で
計 15回計測します。これを３種類のろうとで、同じことを計測
します。結果は、ろうとの大きさごとに、ろうとに残っている砂
の量と、目盛りを通かする時間(５回計測の結果の平均時間)をグ
ラフにし、ろうとの大きさごとに、砂の大きさ３種類のグラフを
比較します。

ろうと小において、砂大は、砂同士がかみあってスムーズ
ではないように見えた。

全てのろうとで、スタートから落下終了まで、遅い砂はず
っと遅く、早い砂はずっと早く、途中の計測時に、砂の大
きさでの、順位の入れかえはなかった。

落下開始後、しばらくはゆっくりと落下して、加速してか
らはスムーズに、ろうとの中を下がっていたように見えた。
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　砂の粒がサラサラのなるべく細かい砂の方が、ろうとの大
きさに関係なく、スムーズに流れるため、落下しやすいと予想
しました。また、砂が大きいと、砂同士がかみ合うため、落下
しにくいと予想しました。

指をはなすと同時に、計測係がストップウォッチを押し、砂の上
の面が下がり、砂の面のふちが目盛りを通かする時の秒数を計
り、記ろくします。(途中砂の面はすりばちのような形になります
が、ふちが目盛りを通かする時間を記ろくすることとします。)



これから、ろうとで砂が落下しやすいのは、ろうとの出口
で、空気が流れるすきまがあり、ろうとの外から中(出口の下
から上に)、落ちた中で砂と同じ量の空気が入っていくことが
大切な条件のひとつだとわかった。

　ろうと中やろうと小となると、砂大は砂同士がかみ合ってス
ムーズに流れず、スムーズに流れる砂中よりも、時間がかかるこ
とがわかりました。
　これらから、ろうとの出口の直径と、砂の直径の関係により、
ある比りつよりも大きくなると流れにくくなり、落下にかかる時
間が多く、砂が減るスピードが遅くなることがわかりました。
　この研究をしてみて、採石場のプラントで砂利を大型のろう
とでタンクに入れる時に、プラントのろうとは、ある数字の直径
以上にするといった、設計に役立つのではないかと思いました。
　次は、最も落下時間が短くなる、砂の直径とろうとの直径との
関係を砂の材しつごとに測定してみたいと思います。




